


　抗生物質をはじめとする治療薬剤の開発,医療器械の性能の向上,治療技術の

発達は感染症を中心とする外因性疾患を近年著しく減少させたが,反面遣伝的

要因或いは個体の内的要因による疾患が相対的に増加し注目を浴びる結果をも

たらした。実際の処,内因性疾患では診断及び治療が容易ではなく,所謂難病と

して認識されているものが少くない上に患者の結婚問題や家族計画にも深刻な

問題を投げかける可能性が大である。


